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タイトル
完了地区
(R3時点)

中間・山間
地域

(※旧市町村)

農地集積
100%

（集積率）
園芸メガ
団地

スマート
農業

高収益作物
関連支援事業
(耕作条件改善

事業)

その他
特色

1 すえひろ

末広 鹿角市 かづの土地改良区 H27 138.8 
ネギの大規模経営で年商１億円

● 91 ● ● 地域雇用

2 かみかわぞい

上川沿 大館市 大館市土地改良区 H27 227.1 上川沿を畑作物の一大拠点へ 99 ● ● 法人連携

3 とどろき

轟 能代市 二ツ井白神土地改良区 H24 69.3 白神ブランドを生かした地域農業の確立 ● 88 ● ●
地域
ブランド

4 こがけ・おにかみ
能代市 二ツ井町土地改良区 25.0 

ほ場整備は未来への架け橋
● 90 ● ● 若手農業者

5 ごじょうめすぎさわ

五城目杉沢 五城目町 馬場目川水系土地改良区 H24 31.6 
元気な杉沢農業を目指して

● ● 98 集落型法人

6 ひらさわ

平沢 秋田市 雄和中央土地改良区 109.4 
ひらさわびとの現在

● ● 91 ● 地域交流

7 ひらね

平根 由利本荘市 由利本荘市土地改良区 54.7 
次世代へ繋ぐ鳥海三の心意気

● ● ● 100 ● ● 地域雇用

8 かたのじゅうにとうげ

潟野十二峠 仙北市 25.3 
地域に根付く農業を目指して

● ● ● 100 ● 元気な中山間
応援事業

9 はたやちゅうおう

畑屋中央 美郷町・大仙市 美郷町千畑土地改良区ほか 291.5 
地域の「人・物」総動員で新たな農業

86 ● ●
スマート
田んぼダム

10 さかいまちせいぶ
横手市 秋田県南旭川水系土地改良区 35.0 地域がつながる新たな営農への挑戦 94 ● 耕畜連携

11 せきぐち

関口 湯沢市 湯沢雄勝土地改良区 26.0 
三位一体あきた型ほ場整備 で進める”せり、ねぎ”の園芸メガ団地

● ● 100 ● 農福連携

計 5地区 7地区 3地区 8地区 3地区 5地区

地区の属性・特徴

11地区

No. 地区名 市町村 関係土地改良区 事業工期
受益面積
（ha）



集
積
率

約
６０％

ＵＰ

農地集積加速化基盤整備事業

末広地区 （鹿角市十和田末広・瀬田石）

事業概要
○受益面積　A=１３８．８ha
　　　　　　　　（うち区画整理A=128.5ha、用排水整備A=10.3ha）
○関係農家　２２６戸

○総事業費　３，４９６百万円（R3時点）
○営農実績　農業生産法人　５法人
　　　　　　　　　・農事組合法人　末広ファーム（H25.2設立）
　　　　　　　　　　（地区内１１８．１ha、地区外３．２ha）計１２１．３ha
　　　　　　　　　・農事組合法人　十和田南ファ－ム（H25.3設立）

（地区内２．７ha、地区外１７．３ha） 計２０．０ha
　　　　　　　　　・農事組合法人　大森農産（H25.4設立）

（地区内３．６ha、地区外１８．１ha） 計２１．７ha
　　　　　　　　　・農事組合法人　成田農産

　　　　　　　　　　（地区内１．１ha、地区外９．０ha）計１０．１ha
　　　　　　　　　・株式会社　アグリ柳沢

　　　　　　　　　　（地区内１．７ha、地区外４．１ha）計５．８ha
個人担い手　２名

　　　　　　　　　　（地区内３．２ha、地区外２４．３ha） 計２７．５ha
○農地集積率　現況　３１．３％ 　実績　９１．０％

○関係土地改良区　かづの土地改良区

地区の特徴

①戦略作物への取り組み
　○鹿角市の重点作物のねぎ、キャベツ等を通年栽培し、法人の労働力を有効

活用している。

　○鹿角市ブランド米｢特別栽培米淡雪こまち｣の作付けを行い、販路の拡大へ。

　○法人は積極的に地域労働力の活用（雇用）を行い、地域の活性化や所得向上

に向け取り組んでいる。

②大規模経営の中心地に選別施設を建設
　○全国的な観光地である十和田八幡平国立公園、東北自動車道十和田ＩＣの近隣

といった地理的な優位性を活かし、受益地内に中心となる末広ファームの事務所

と選別施設を建設し、大規模栽培に対応できるように整備した。

③メガ団地の継続へ
　○年商１億円を目指し、ネギを中心とした高収益作物を展開し、法人の安定した

　　収入源となるよう、末広ファームにて収穫から選別・出荷を一体的にできる体制

を整備した。現在は、県の支援を受け行っているが、自立した生産体制を築き、

安定した経営を目指している。

農業法人集積実績

R103

法人事務所
野菜

選別施設

②大規模経営の中心地に選別施設を建設

現況

末広ファーム

へ集積

１級河川米代川

Ｒ103

東

北

自

動

車

道

③メガ団地の継続へ

米

精米機等

格納庫
石礫破砕機

籾さぶろう　

等

十和田ＩＣ

○冬期間の法人の収入源としてハウス栽培を拡大。

通年営農できるねぎを中心とした高収益作物への取り組みを行っています

ねぎを中心とした園芸メガ団地を形成し

ています。

末広ファーム

・Ｒ３営農計画

　水稲：８４ha
　ねぎ：１３ha（秋田県内最大級）
　キャベツ：３ha　大豆：２０ha

①戦略作物への取り組み

末広ファーム事務所等

ねぎ栽培（ハウス） ねぎ栽培（露地） 選別・出荷施設

ねぎ団地 ねぎの定植作業 米　乾燥機

ストーンクラッシャー（ジョン

ディア）による土層改良を実施

ほ場整備（面工事）を終えて
　○区画が大きくなったことで大型機械の良さが身に染みてわかった。

耕起も代掻きも格段に早くできるようになった。

　○石が多い地域だが、ストーンクラッシャーがあるおかげで園芸作物ができるように

なった。以前では考えられなかった。

　○大規模経営で忙しいが地域住民の協力により労働力の確保ができている。

６０歳以上の方がメインだが、就農意欲のある若者の採用やＵターンしてきた方の採用

を考えている。難しいが今後も法人を存続する上で必要なことなので進めていきたい。

　○令和３年から県内最大規模のねぎ団地として作付けしている。ＪＡを通じて全量販売で

きるように品質の確保とブランド化もできればと考えている。

④地元の声　（末広ファーム）

令和２年度に施設が完成し、メガ団地と

してスタートラインに立ちました！！

JR花輪線

整備前

整備後
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～上川沿を畑作物の一大拠点へ～ 地域営農実践

農地集積加速化基盤整備事業

上川沿地区（大館市山館ほか）

①受益面積　　Ａ＝２２７．１ｈａ

②関係農家　　３０３戸

③総事業費　　５，４１３百万円(R3時点)

④営農形態

　農業法人　平成２７年３月設立

　　　（農）山館ファーム　 ５８．３ｈａ

　　　  えつりファーム(株)　６２．３ｈａ

　　　（農）池内ファーム　 ４３．９ｈａ

　　　（農）ファーム小館花 ６０．５ｈａ

⑤農地集積率　　現況36.7％→現在99.0％

※農地中間管理事業活用

事業概要

経営形態現況図

経営形態計画図

事業実施前　86.4ha36.7%

現在　225.0ha、99.0%

営農構想時（採択前） 現時点

新たな法人を核とした農地の集積　　　　　　　～米依存からの脱却にむけて～

○新たに４つの農業法人「山館、池内、小館花、餌釣」を設
立し、地域が抱える課題を、ほ場整備と農地集積１００％で
解決に向かう。
地域の課題
　　・大部分が未整理、排水不良、道路狭小
　　・高齢化による担い手不足、集落存続危機

○法人化による、大型機械の導入により、農作業の効率化、
生産コストの低減を図る。

　　　　　　　　　　　○4法人はH27年3月に設立済み。
　　　　　　　　　　　○区画整理はR1までに面整備され、大型機械導入
　　　　　　　　　　　　による省力化農業を実現している。

○大規模選果場を建設し4法人が連携し集出荷を行って
　　　　　　　　　　　　いる。選果場では常時２０人以上の作業員が従事

しており雇用創出と地域活性化に一役かっている。
○園芸メガ団地の整備を併せて行っており、現在も畑作

　　　　　　　　　　　　物面積を拡大中である。

集積状況図

整備中 えだまめ団地へ

○地元の声
・４法人連携によりやりがいを感じる。
・作業効率が格段に上がった。

・Ｒ３からドローン活用による除草剤散布
や作付状況の把握等、スマート農業の推
進を計画している。

基盤整備をきかっけに
地区が生まれ変わった

一大拠点へまっしぐら

ストーンクラッシャー施工状況

ドローン活用例：ニンニク作付
状況
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○受益面積   Ａ＝１０９．４ｈａ        

○総事業費   ２，４１７百万円
○営農形態   農業法人１組織、 個人担い手１名

（１）（農）平沢ファーム  ９１．４ｈａ  
        主たる従事者 ６名 平成２６年７月設立 

（２） 個人担い手      ７．８ｈａ
○農地集積率  現況 ３．０％ → 完了時 ９０．６％

※農地中間管理事業活用

事業概要

①　農業法人への農地・経営集約で地域課題の解消集積状況図

農地集積加速化基盤整備事業
平沢地区（秋田市雄和）

ひらさわびとの現在 ～地域課題を解決し、活力ある平沢農業を目指す！！～

②　安定した出荷体制と消費者を意識した生産で所得向上

事業実施前
  3.5ha
  (3.0％)

○ ほ場整備事業を契機に、平成２６年に農事組合法人「平沢ファーム」を設立。 
○ 農地中間管理事業を活用し、法人に地区の８３．５％（９１．４ha）を集積。
○ ほ場整備の実施により、未利用地を復田し水田をフル活用。
○ 事業実施前はほとんどが水稲の作付（作付率５５％で５１ha）であり収入は多くても 
５千５百万円程度であったが、現在は１億３千５百万円と約２．４倍となり、地域の雇用
拡大と活性化に大きく寄与。

○ 地域の重点作物である大豆、枝豆、ねぎ、ダリアを作付けし、所得が大幅に向上。
○ ＪＡの園芸集出荷場の整備により、枝豆の作付を拡大。
○ ダリア、大豆は種苗交換会で一等賞、県知事賞、農林水産大臣賞などを受賞。
○ ねぎ、ダリア作業場の施設が完成。新たな雇用創出のほか、直売により収益の向上、
従業員の福利厚生を向上。

○ 現在は稲作の作付率４５％と、さらなる複合化を推進。

○ 地区の近隣にある国際教養大のほか、県立大、全農、JA等との研修や授業などを通じた
交流活動を展開。

○ 地域の小学校の田植えから稲刈りまでの農業体験を実施。
○ ダリア、ねぎ、枝豆作業等の農業体験ツアーの受入を実施。
○ 地域の枝豆が、ふるさと納税への返礼品として取り扱われている。

事業完了時
 99.2ha
 (90.6％)

経営形態(完了時)

③　地域との交流の「場」を創出

 （農）平沢ファーム  齊藤代表

平成２６年設立後、農地中間管理機構や園芸メ
ガ団地を活用した複合化で順調な経営を維持して
きた。
 社員９名、季節臨時作業員２０名程で後継者の
育成に努めている。
 ４つの集落の集合体であるので地域の交流を深
め一つの法人でさらに複合化を進め、雇用を創出
し地域の活性化に寄与したい。

現　在事業実施前

積寒事業で整備した10a区画

ダリア
1.6ha(露地・ﾊｳｽ)

経営形態(実施前)

用排兼用土水路

狭い農道

ねぎ3.2ha
枝豆9.0ha

事業実施後
1haの大区画ほ場

広い農道

用排水路整備

大区画ほ場

大区画化による園芸メガ団地を実現

(農)平沢ファーム

ダリア
種苗交換会で
各賞を受賞

直売所により収益向上

現　在
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【地区の概要】
地区名：平根地区
事業名：農地集積加速化基盤整備
　　　　　事業
所在地：由利本荘市鳥海町
工期：平成２５年度～平成３０年度
　　　　　　　　　　　（６年）
受益面積：５４．７ha
総事業費：１，０９５ 百万円

工事内容　　
　　区画整理工 ： ５４．７ha
　　水　 路 　工 ： ２２．７㎞
　　道 　路 　工 ： 　８．７㎞
　　暗渠排水工 ： ５４．７ha

集 積 状 況 図

受益面積：６２.１ｈａ
集  積  率：９．３％

受益面積：５４.７ｈａ
集  積  率：１００％

＜農事組合法人　平根ファーム＞　

・参加農家数　　８３戸（常時従事者：３名）

  ・経営面積　　　５６.８ｈａ（地区内５４.７ｈａ）　

　・特　　色　　○ほ場整備事業と農地中間管理事業を契機として、法人への農地集積が促進
　　　　　　　　　され、農業効率向上と収益性の高い作物を導入。
　　　　　　　　○区画整理による省力化や暗渠排水、地下かんがいシステムによる農地の汎用化
　　　　　　　　　により、地域ブランド「鳥海りんどう」、小菊、アスパラガス、キャベツを
　　　　　　　　　主な柱として複合経営を進め、冬はハウス栽培にも取り組み、収益拡大と地域
　　　　　　　　　雇用の維持を図っている。
　　　　　　　　○耕作条件改善事業を活用し地区内の耕作道を舗装し、荷痛み防止や粉塵の飛散
　　　　　　　　　防止による品質向上に努めている。
　　　　　　　　○施設や機械の導入による省力化、効率的利用による生産性の向上とともに、
　　　　　　　　　若手担い手３名と７０名前後のパート従業員を雇用し、地域住民の所得向上
　　　　　　　　　と世代を超えた交流により、地元を活気づける。
　　　　　　　　○これらの取り組みにより、「令和元年度　農業農村整備優良地区コンクール
　　　　　　　　　農業振興部門」において農林水産大臣賞を受賞。

　・今後の展開　○作業の効率化や生産コストの削減を目指して密苗栽培やGPS登載の自動運転
　　　　　　　　　田植機の導入、ドローン活用による農薬散布などを計画している。
　　　　　　　　　低コスト化・省力化・スマート農業の実践を加速させ、若い担い手が規模
　　　　　　　　　拡大の夢と次世代農業経営の展望を描いていけるよう、力を合わせていき
　　　　　　　　　たい。

「 秋 田 鳥 海 り ん ど う 」 の 産 地 化 で 儲 か る 農 業 へ 転 換

整備前

整備後

農林水産大臣賞受賞
（知事への表敬訪問）

地 元 の 声

70

36

0 20 40 60 80

高収益作物の生産額（百万円）

実施後

実施前 約2倍

○　高収益作物の品目を絞り込み、取組
面積を拡大。

○　中山間地域の冷涼な気象条件を活か
したりんどうは、 「秋田鳥海りんど
う」としてブランド化。

○　米以外の作物生産額に占める高収益
作物の割合は99％、同生産額は約２倍
に増額。
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○狭小だった区画や農道は地形に合った整備が行われ、地区内を

流れていた１級河川潟尻川も改修されたことによって区画が良く

なり作業効率が格段に向上。

○事業を契機として法人を立ち上げ、２法人で地区全域の農地を

集積。

○現況では自己管理田が多く耕作放棄地になりかけていたが、基

盤整備することによって農地も地域も守ることができた。

○耕作条件改善事業や元気な中山間応援事業により、除礫や収穫

機の導入を行いながら、さといも、ほうれんそう、にんにく等の

高収益作物に取り組んでいる。

【法人の声】

　地域に根付く農業のスタートラインに立ったばかり。

　地域のお母さん方にほうれんそう栽培を任せたり、西明寺ス

イートポテトプロジェクトからサツマイモ栽培を受託したりと

徐々にではあるが法人らし

くなってきている。

　土作りや栽培ノウハウを

身につけながら高収益作物

を導入し、ゆくゆくは直売

活動と“そばの郷”で山間

集落でも儲かる農業に挑戦

したい。

①受益面積　　Ａ＝２５．３ｈａ

②関係農家　　２７戸

③総事業費　　７５５百万円

④事業期間　　平成２６年度～令和元年度

⑤農地集積率　現況　１９．５％　→　実績　１００％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　※農地中間管理機構活用

⑥営農状況　　農業生産法人

　　　　　　　・農事組合法人　潟野ファーム (H28.5設立)

　　　　　　　　　２２．０ｈａ（８７％）

　　　　　　　・農事組合法人　サンファーム西木 (H18.2設立)

　　　　　　　　　　３．３ｈａ（１３％）

農地集積加速化基盤整備事業

潟野十二峠地区　《仙北市西木町西明寺》

事業概要

経営形態現況図 経営形態実績図
非農用地

（集出荷施設等）

地区の特徴

現況：狭小な田と農道 地形に合った基盤整備 さといもの収穫

ほうれんそうの収穫現況：大きく蛇行している潟尻川 河川改修で区画も良くなった

耕作条件改善

事業による除礫
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【 地 区 の 特 徴 】
【これまでの取組】
 ① 将来を担う担い手の確保・育成と農地の集積
 地区の大部分が未整理で区画が不整形なため、作業効率が悪く大型機械の

  導入ができないことが課題となっていたが、ほ場整備事業を契機として既存
  の法人及び個人担い手と合わせて地区内農地の約９４％が集積され、地域の
  農業・農地が守られている。
 ② 耕畜連携による循環型農業
 ほ場整備事業を契機にホールクロップサイレージ(WCS)や飼料用米の作付

 けを増やし、水土里ネット南旭川管内の他地区と共に地元の畜産業者との連
 携を図り循環型農業を確立している。 
③「スマート農業」に向けた施設等の導入整備
地域での「スマート農業」技術の普及推進のため、ＧＮＳＳ（全球測位衛

 星システム）を活用した自動操舵装置搭載農機（トラクター、田植え機）の
 導入と合わせて地上基地局を整備。

【これからの展望】
 ① 新たな営農「スマート農業」への挑戦
   自動操舵装置搭載農機の導入により、作業の均一化、高品質化を図る。
 水稲栽培だけでなく、キャベツ、小麦等の畑作物栽培での活用も進め、魅力
 ある農業経営のモデルケースとなることで、地域での若手就農者の確保と
 地元定着を目指す。
 ② 農業法人による野菜の団地化

農業法人が国産野菜の加工販売を手がける企業と提携し、カット加工用
 キャベツを他地区で栽培。水稲栽培を収益のベースとしながらも、収益性
 の高い作物栽培と販売先の確保により、安定した法人経営を実現させており、
 当地区でもキャベツの団地化を計画。
  ほ場整備事業により整備が進む地下かんがいシステムを最大限に活用し、
 農地の汎用化が促進されることで作付け面積の拡大を目指す。
 ③ 効率的で収益性の高い営農への挑戦

魅力ある地域づくりを目指すと共に、水稲(WCS)→小麦→キャベツの
 2年3作の栽培体系を構築し収益性の高い農業経営の確立を目指す。

【 事 業 概 要 】

 ○受益面積 Ａ＝３５．０ha 
 ○関係農家 ４２戸
 ○総事業費 ８７６百万円（R3時点）
 ○営農構想 農業生産法人 ３法人、個人担い手３名 
・(農)塚堀農事生産組合（ 地区内 20.2ha 地区外 231.9ha ）
・(農)加藤農産 （ 地区内 5.5ha 地区外 6.6ha ）
・(農)ファーム桐原（ 地区内 1.1ha 地区外 8.4ha ）
・個人担い手  （ 地区内 6.0ha 地区外 26.0ha ）

○農地集積率
  現況 ５１．１％ → 実績 ９３．７％

 農地集積加速化基盤整備事業

　境町西部地区　≪横手市≫

○ 将来を担う担い手の確保・育成と農地の集積
【 地区内集積計画 】 農地集積率 現況 51.1％

      実績 93.7％現況

計画

※主な作付作物
 キャベツ、小麦、大豆（予定含む）

○ 農業法人の野菜の団地化（R4以降取組予定）

キャベツ(カット加工用)を主体とした葉菜類の団地化を計画

2.7ha（H27 地区外）
試験栽培

4.2ha（計画 地区内）

○ 耕畜連携による循環型農業

地区内で生産されるWCSや飼料用米を市内の畜産業者と
連携し、耕畜連携による循環型農業を確立

H26年度から「株式会社 菅与（横手市）」と連携

循環型農業
の確立

○ 効率的で収益性の高い営農への挑戦（R4以降取組予定）

水稲、ＷＣＳ(5月 9月)→小麦(10月 7月)→キャベツ(7月 10月)の２年
３作の栽培体系を構築し収益性の高い農業経営を目指す。

１ ～３ ４ ～６ ７ ～９ 10～12 １ ～３ ４ ～６ ７ ～９ 10～12

水稲・ WCS

小麦

キャベツ

1年目 2年目

◆直播も実施
◆稲刈り後に耕起～播種

◆小麦収穫までに苗を育て、収穫後に植え付け

キャベツ(農)塚堀農事生産組合

H28から提携

牛・豚の
肥育

WCS
飼料用米
の供給 堆肥の

活用

WCS キャベツ小麦

○ 新たな営農「スマート農業」への挑戦

水稲栽培だけではなく畑作物の
栽培作業への活用を検討

自動操舵装置搭載農機による代掻き・田植え作業 自動操舵農機監視用ﾀﾌﾞﾚｯﾄ

GNSS測位衛星からの電波と地上基地局からの位置補正
信号を併用することで精度2 3cmでの作業を実現。
【メリット】
①作業中の運転操作がほぼ不要となるため、オペレー
 ターの負担軽減が図られる。
②熟練した機械の操作技術、経験が無くても品質
 の高い作業成果を得ることができる。

農業生産法人による自動操舵装置・農機の導入（R1 R3）

営農ニーズに合わせた
施設等の整備・導入

先進的な「スマート農業」技術を積極的に
導入し、収益性の高い取組を併せて行うこ
とで、魅力ある農業経営のモデルケースと
なることを目指す。

秋田県南旭川水系土地改良区による
GNSS地上基地局の設置・整備

(R2年度）

(有)ワールドファーム
（加工野菜工場）

境町西部地区での暗渠排水・地下かんがい
システムの導入に合わせて、R４から地区内
でのキャベツの作付けを開始する予定

地区外の耕作地で収
穫したキャベツの供
給をH28から開始

【地元農業法人からの声】
・ほ場整備事業による小区画、不整形田や湿田の解消、農道の拡幅で
 大型農機の導入が可能となり、作業効率が格段にアップしている。
・未利用地が多くなりかけていたが、ほ場整備により全て解消した。
・暗渠排水、地下かんがいシステムの整備が進んだことで畑作物の
 導入を具体的に検討できるようになった。 整備前のほ場(小区画・農道狭小)

 大きく生まれ変わった整備後のほ場
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